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明 細 書

発明の名称 ：表示装置と表示装置の制御方法

技術分野

[0001 ] 本発明は、メモ リ性液晶を用いる表示装置と表示装置の制御方法に関する

背景技術

[0002] 近年、電子書籍、端末機器の表示部など、各分野で多様な形態でメモ リ性

液晶を用いたパネルが利用されている。メモ リ性液晶のパネルには、例えば

、コレステ リック液晶などを用いたパネルがある。コレステ リック液晶とは

、半永久的な表示保持、鮮やかなカラー表示、高コン トラス ト、および高解

像度であるという特徴を有 している。また、メモ リ性液晶を用いたパネルは

、電力を供給 しなくても描画されている内容を維持することができ、パネル

の リセッ トをするパネル リセッ ト期間とパネルに描画をする描画期間を除い

て、電力の供給をしなくてよい。そのため、表示中に常に電力を必要とする

液晶に比べて、メモ リ性液晶を用いたパネルを利用 した表示装置は、消費電

力を低 く抑えられる。なお、パネル リセッ ト期間は、表示部の書き換えの対

象となる領域をリセッ トする期間である。描画期間は、表示装置の運用中に

以前に描画 した内容を消去 し、新 しい内容を描画する期間である。

[0003] しか しながら、メモ リ性液晶を用いたパネルを駆動するには、パネル リセ

ッ ト期間と描画期間にパネルを駆動する ドライバに、高電力の昇圧回路を用

いて連続 して高電圧を印加 しなくてはならない。また、メモ リ性液晶を用い

たパネルを駆動するには、パネル リセッ ト期間と描画期間において、パネル

を駆動する ドライバはパネルが要求する最大の電流量を確保 しなければなら

ない。そのため、従来の昇圧回路では、パネル リセッ ト期間と描画期間にお

いて、常に高電力でパネルが要求する最大の電流量を ドライバに供給 しなけ

ればならない。

[0004] なお、表示装置の技術として、昇圧用のコンデンサを充電する前に、電池



電圧を所定 レベルまで予め充電 してお くことによ り、昇圧時間を短時間とす

るという技術が知 られている。また、メモ リ性液晶を用いた表示装置の表示

状態に応 じて、昇圧動作を可変することによ り必要十分な電力を発生 して、

表示装置の消費電力を軽減する技術が知 られている。

先行技術文献

特許文献

[0005] 特許文献1 ：特開 2 0 0 7 _ 2 6 7 5 3 9 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0006] 本発明は上記のような実情に鑑みてなされたものであ り、メモ リ性液晶を

駆動する電力を抑える表示装置 と表示装置の制御方法を提供することを目的

とする。

課題を解決するための手段

[0007] 本発明の態様のひとつであるメモ リ性液晶を用いた表示部 と、上記表示部

の走査ラインを駆動する口ゥ ドライバ と、上記表示部のデータラインを駆動

するカラム ドライバ とを備える表示装置は、第 1 の昇圧回路 と第 2 の昇圧回

路 と制御部を備える。

[0008] 第 1 の昇圧回路は、上記表示部 と、上記 ロウ ドライバ と、上記カラム ドラ

ィバを駆動する電流を出力する高電力の昇圧回路である。

第 2 の昇圧回路は、上記表示部の表示を保持する電圧を出力する低消費電

力の昇圧回路である。

[0009] 制御部は、上記 ロウ ドライバ と上記カラム ドライバを制御する、表示デ一

タを確定する表示データラッチ信号 と液晶の劣化を防止するためのパル ス極

性制御信号のそれぞれが変化するタイ ミングを参照する。そ して、表示デ一

タラツチ信号 とパル ス極性制御信号が変化するタイ ミングよ り前の予め設定

したタイ ミングで上記第 1 の昇圧回路に切 り替え、予め設定 した期間経過 し

たのち上記第 2 の昇圧回路に切 り替える制御をする。



発 明の効 果

[001 0 ] 実 施 の 態様 に よれ ば、表 示装置 の消 費 電 力 を抑 え る ことが で き る とい う効

果 を奏 す る。

図面 の簡 単 な説 明

[001 [ 図 1] 実 施 形 態 の表 示装置 の 一実施例 を示す ブ ロ ック図 で あ る。

[ 図 2 ] 実施 形態 の 昇圧 回路 を切 り替 え る動 作 の 一実施例 を示す ブ ロ ック図 で あ

る。

[ 図 3 ] 実施 形態 の表 示装置 の描 画 時の 一実施例 を示す タイム チ ヤ 一 トで あ る。

発 明 を実施 す るた めの 形 態

[001 2 ] 本 実 施 形態 は、 メ モ リ性 液 晶 を用 いたパ ネル を駆 動 す る ドライバ へ 入 力す

る制御 信 号 に基 づ いて 、高 電 力が必 要 な期 間 と低 電 力 とな る期 間 で 、高 電 力

と低 電 力の 2 つ の 昇圧 回路 を切 り替 えて 、表 示装置 の消 費 電 力 を低 減 す る。

す なわ ち、高 電 力 を必 要 とす る期 間 は高 出 力の 昇圧 回路 を起 動 し、 それ 以外

の期 間 で は低 消 費 電 力の低 電 力の 昇圧 回路 で電圧 の保 持 をす る よ うに、 2 つ

の 昇圧 回路 の切 替 え を制御 す る。

[001 3 ] 以 下 図 面 に基 づ いて 、実施 形態 につ いて詳細 に説 明す る。

図 1 は 、表 示装置 の 一実施例 を示す ブ ロ ック図 で あ る。

表 示装置 1 は 、充 電制御 部 2 、バ ッテ リ 3 、 電源 部 4 、周 辺 回路 5 、制御

部 6 、記 録 部 7 、 ドライバ 制御 部 8 、表 示部 9 、 ロウ ドライバ 1 0 、 カ ラム

ドライバ 1 1 、 多電圧 生成 部 1 2 、 コ ンデ ンサ 1 3 な どを備 えて い る。 また

、表 示装置 1 は第 1 の 昇 圧 回路 1 4 、第 2 の 昇 圧 回路 1 5 、整 流 素 子 1 6 、

7 、反 転 素 子 2 0 を備 えて い る。

[001 4 ] 充 電 制 御 部 2 は 、交流 電流源 な ど外 部 電源 か ら供給 され る電 力 をバ ッテ リ

3 へ 供給 す る。 また 、充 電制御 部 2 は 、電源 部 4 、第 1 の 昇 圧 回路 1 4 、第

2 の 昇 圧 回路 1 5 へ 電 力 を供給 す る。外 部 電源 か ら電 力が供給 され な い場 合

、充 電制御 部 2 は外 部 電源 か らバ ッテ リ 3 へ 電 力 を切 り替 え るた め 、電 力供

給 経 路 を切 り替 え る制御 を行 う。 な お、充 電制御 部 2 は外 部 電源 か ら供給 さ

れ る電 力が 交流 で あれ ば直流 に変換 して もよ い。



[001 5 ] バ ッテ リ 3 は 、外 部 電源 か ら電 力が 供 給 され な い場 合 に 、 充 電 した 電 力 を

充 電 制 御 部 2 を介 して 電源 部 4 、第 1 の 昇 圧 回路 1 4 、 第 2 の 昇 圧 回路 1 5

へ 供 給 す る。

電源 部 4 は 、 充 電 制 御 部 2 を介 して供 給 され た 電 力 を周 辺 回路 5 で用 い る

電 圧 に変 換 して供 給 す る。 電源 部 4 は 、例 え ば 、 三 端 子 レギ ユー タ、 交 流 —

直 流 変 換 器 （A C _ D C コ ンバ ー タ） 、 直 流 —直 流 変 換 器 （D C — D C コ ン

バ ー タ） な どで あ る。

[001 6] 周 辺 回路 5 は 、表 示 装 置 1 が備 え る各 部 に ク ロ ック信 号 を供 給 す る ク ロ ッ

ク源 、制 御 部 6 、記 録 部 7 な どを備 えて い る。 また 、表 示 装 置 1 に接 続 され

て い るキ ー ボ ー ドあ る い は タ ツチパ ネル な どの 入 力装 置 、 カ メ ラ、 ス キ ャナ

な どの 画 像 入 力装 置 とネ ッ トワー ク な どか ら、周 辺 回路 5 は デー タ を取 得 す

る。 また 、周 辺 回路 5 は制 御 部 6 を介 して取 得 した デー タ を記 録 部 7 に記 録

す る。

[001 7] 制 御 部 6 は 、表 示 装 置 1 の 各 部 を制 御 す る。制 御 部 6 は 、周 辺 回路 5 で取

得 した 表 示 デー タ を ドライバ 制 御 部 8 に 出 力す る。本例 に お いて 、 ドライバ

制 御 部 8 は制 御 部 6 と分 けて い るが 、制 御 部 6 に ドライバ 制 御 部 8 の機 能 を

備 えて も よ い。 また 、制 御 部 6 は 、 Centra l Process i ng Un i t ( C P U ) ゃ プ

ログ ラマ ブル な デバ イ ス （F i e l d Programmab l e Gate

Array ( F P G A ) 、 Programmab l e Lo i c De i c e ( P L D ) な ど） を用 いて

実 現 して も よ い。

[001 8 ] 記 録 部 7 に は 、 ドライバ 制 御 部 8 、 多電 圧 生 成 部 1 2 、 第 1 の 昇 圧 回路 1

4 と第 2 の 昇 圧 回路 1 5 を制 御 す る プ ログ ラム 、 デー タが 記 録 され て い る。

また 、記 録 部 7 は 、表 示 装 置 1 の 各 部 を制 御 す るた め の プ ログ ラム 、 デー タ

な どが 記 録 され て い る。 な お 、記 録 部 7 に は 、例 え ばRead On l y Memory ( R

O M ) 、 Random Access Memory ( A M ) な どの メ モ リで あ る。 また 、記 録

部 7 は 、パ ラ メー タ値 、 変 数 値 な どの デー タ を記 録 して も よ い し、 ワー ク ェ

リア と して用 いて も よ い。

[001 9] ドライバ 制 御 部 8 は 、制 御 部 6 の 指 示 に従 い複 数 種 類 の 制 御 信 号 を 口ウ ド



ライバ 1 0 およびカラム ドライバ 1 1 にバス を介 して出力す る。複 数の制御

信号 には、例 えば、表示デー タラ ツチ信号 L P 、 パ ル ス 極性制御信号 F R 、

表示デー タ D A T A 、表示デー タ取 り込み ク ロック信号 C L K な どが ある。

表示デー タラ ッチ信号 L P は、 ロウ ドライバ 1 0 とカラム ドライバ 1 1 に入

力 され る。カラム ドライバ 1 1 の場合 には表示デー タをラ ッチす るパルスで

ある。なお、 ロウ ドライバ 1 0 の場合 には走査 デー タをラ ッチす るパルスで

ある。パルス極性制御信号 F R は、第 1 の昇圧 回路 1 4 と第 2 の昇圧 回路 1

5 か らロウ ドライバ 1 0 およびカラム ドライバ 1 1 へ 印加す る電圧の極性 を

反転 させ て、液 晶に特有の経 時劣化 を回復 させ る電圧の極性反転制御信号 で

ある。表示デー タ D A T A は、 ドライバ制御部 8 か らカラム ドライバ 1 1 へ

出力 され るデー タで ある。また、カラム ドライバ 1 1 と表示部 9 を接続す る

デー タライ ンを駆動す る 1 ライ ン分のデー タで ある。デー タ取 り込み ク ロッ

ク C L K は、 ドライバ制御部 8 か らカラム ドライバ 1 1 に出力 され た表示デ

— タを取 り込む ときに用 いるク ロックで ある。なお、本例 では便 宜上 6 つの

制御信号 につ いて説 明 したが、実際 には 6 つの制御信号 以外 に も制御信号 は

存在す る。なお、表示装置 1 で用 いる表示部 9 、 ロウ ドライバ 1 0 および力

ラム ドライバ 1 1 の種類や表示部 9 とロウ ドライバ 1 0 およびカラム ドライ

バ 1 1 間の接続 の仕方 によ って制御信号 の数 は異 な る。

[0020] また、 ドライバ制御部 8 は、第 1 の昇圧 回路 1 4 と第 2 の昇圧 回路 1 5 を

切 り替 える昇圧切替制御信号 1 8 を、第 1 の昇圧 回路 1 4 と第 2 の昇圧 回路

5 に出力す る。昇圧切替制御信号 1 8 を出力す るタイ ミングは、記録部 7

に記録 され て いる表示デー タラ ツチ信号 L P とパ ル ス 極性制御信号 F R の変

化の タイ ミングに基 づ いて予め求め られ て いる。

[0021 ] 表 示部 9 は、 コ レス テ リック液 晶な どの メ モ リ性の表示材料 を用 いた液 晶

パ ネル で ある。例 えば、 A 4 判 X G A 仕様 で あれ ば 1 0 2 4 X 7 6 8 画素 を

有す るもので ある。ただ し、液 晶パ ネルの画素数 は上記画素数 に限定 され る

ものではな い。

[0022] ロウ ドライバ 1 0 は、表示部 9 に接続 され て いる走査 ライ ンを駆動す る。



例えば、ロウ ドライバ 1 0 は、A 4 判 X G A 仕様であれば 7 6 8 本の走査ラ

インを駆動する。ただ し、液晶パネルの画素数は限定されるものではない。

[0023] カラム ドライバ 1 1 は、表示部 9 に接続されているデータラインを駆動す

る。例えば、カラム ドライバ 1 1 は、A 4 判 X G A 仕様であれば 1 0 2 4 本

分のデータラインを駆動する。ただ し、液晶パネルの画素数は限定されるも

のではない。

[0024] 多電圧生成部 1 2 は、電圧制御信号 1 9 を ドライバ制御部 8 から受信 し、

電圧制御信号 1 9 の指示に従い、第 1 の昇圧回路 1 4 、第 2 の昇圧回路 1 5

か ら出力される電圧V D D H を用いて、カラム ドライバ 1 1 とロウ ドライバ

0 各々に供給する各種電圧を生成する。電圧制御信号 1 9 は、 ドライバ制

御部 8 から出力される信号であり、カラム ドライバ 1 1 とロウ ドライバ 1 0

の駆動の仕方により決められる電圧値を多電圧生成部 1 2 に通知する信号で

[0025] コンデンサ 1 3 は、第 1 の昇圧回路 1 4 、第 2 の昇圧回路 1 5 と多電圧生

成部 1 2 とを接続するラインとグラン ドの間に設けられ、電圧V D D H を平

滑 して安定させる。

第 1 の昇圧回路 1 4 は、直流—直流変換器 （D C —D C コンバータ）など

により、充電制御部 2 からの入力電圧を昇圧する回路である。第 1 の昇圧回

路 1 4 は、高出力タイプの昇圧回路で、カラム ドライバ 1 1 とロウ ドライバ

0 が高電力を必要とする期間に用いられ、それ以外の期間はシャツ トダウ

ンされる。例えば、第 1 の昇圧回路 1 4 をシャツ トダウンさせるための昇圧

制御端子を備えるデバイスを用いることが望ましい。つまり、昇圧制御端子

に昇圧切替制御信号 1 8 により、第 1 の昇圧回路 1 4 を容易にシャッ トダウ

ンさせ られる。なお、第 1 の昇圧回路 1 4 の昇圧は、パネル リセッ ト、描画

時に必要な最大の電圧まで昇圧するものである。例えば、入力電圧 4 . 2 V

をパネル リセッ トに必要な電圧 3 8 V まで昇圧 し、描画時は入力電圧 4 . 2

V を描画に必要な電圧 2 4 V まで昇圧する。ただ し、昇圧は上記に限定され

るものではない。



[0026] 第 2 の昇圧回路 1 5 は、直流—直流変換器 （D C —D C コンバータ）など

により、充電制御部 2 からの入力電圧を昇圧する回路である。第 2 の昇圧回

路 1 5 は、低電力タイプの昇圧回路で、カラム ドライバ 1 1 とロウ ドライバ

0 を低消費電力で駆動する期間に用いられ、それ以外の期間はシャツトダ

ゥンされる。例えば、第 2 の昇圧回路 1 5 をシャツトダウンさせるための昇

圧制御端子を備えるデバイスを用いることが望ましい。つまり、昇圧制御端

子に昇圧切替制御信号 1 8 の反転信号を入力することにより、第 2 の昇圧回

路 1 5 を容易にシャツトダウンさせられる。反転信号は、例えば、反転素子

2 0 を用いて生成される。なお、第 2 の昇圧回路 1 5 の昇圧動作は、パネル

リセット、描画時に必要な最大の電圧まで昇圧するものである。例えば、入

力電圧4 . 2 V をパネルリセットに必要な電圧 3 8 V まで昇圧し、描画時は

入力電圧4 . 2 V を描画に必要な電圧 2 4 V まで昇圧する。ただし、昇圧は

上記に限定されるものではない。

[0027] 整流素子 1 6 は、第 1の昇圧回路 1 4 の出力端子と、多電圧生成部 1 2 の

入力端子とコンデンサ 1 3 の電圧V D D H側の端子が接続される接続点との

間に配置されている。そして、整流素子 1 6 のアノー ド端子は第 1の昇圧回

路 1 4 の出力端子と接続され、力ソー ド端子は上記接続点と接続されている

。整流素子 1 7 は、第 2 の昇圧回路 1 5 の出力端子と上記接続点との間に配

置されている。そして、整流素子 1 7 のアノー ド端子は第 2 の昇圧回路 1 5

の出力端子と接続され、力ソー ド端子は上記接続点と接続されている。つま

り、整流素子 1 6 と整流素子 1 7 の接続はダイォ一 ドO Rであり、電流の逆

流も防止している。

[0028] 表示装置 1 における電力切り替え動作について説明する。

図2 は、高電力の昇圧回路と低電力の昇圧回路の切り替え処理の一実施例

を示すフロー図である。本実施形態の表示装置 1 では、表示部 9 の書き換え

の対象となる領域をリセッ卜するパネルリセット期間と描画を実行する描画

期間内において、高電力の第 1の昇圧回路 1 4 と低電力の第 2 の昇圧回路 1

5 の切り替えを行う。



[0029] ス テ ップ S で制御部 6 は、入 力装置 な どか ら表示部 9 の表示画像 を書 き

換 える要求通知 を受信 して、表示部 9 と表示部 9 を駆動す る各部 に電力を供

給す る電源 に、電力の供給 を指示す る。なお、充電制御部 2 が電力を供給す

るとき、表示装置 1 の各バス コンや コンデ ンサ 1 3 な どに流れ込む突入電流

が発生す る。

[0030] ス テ ップ S 2 では、第 1 の昇圧回路 1 4 を選択す る。

ドライ/ く制御部 8 が制御部 6 か ら昇圧切替制御信号 1 8 と電圧制御信号 1

9 を出力すべ き ことを示す通知 を受信 したのち、 ドライバ制御部 8 は昇圧切

替制御信号 1 8 と電圧制御信号 1 9 を出力す る。昇圧切替制御信号 1 8 は、

第 1 の昇圧回路 1 4 を選択す る情報 を有 している。電圧制御信号 1 9 は、パ

ネル リセ ッ ト時に多電圧生成部 1 2 が出力すべ き電圧値の設定情報 を有す る

。昇圧切替制御信号 1 8 を出力す るタイ ミングは、表示デー タラ ッチ信号 L

P のデー タラ ッチの タイ ミングまたはその ラ ッチに係 る/ 《ルス極性制御信号

F R の反転 タイ ミングよ り前 である。また、第 1 の昇圧回路 1 4 が安定 して

動作可能な状態 になるまでに必要な時間 を考慮 して、昇圧切替制御信号 1 8

を出力す る。パルス極性制御信号 F R の反転 タイ ミング、表示デー タラ ッチ

信号 L P のデー タラ ッチの タイ ミングおよび昇圧切替制御信号 1 8 を出力す

るタイ ミングは、予め記録部 7 にタイ ミング情報 と して記録 され ている。 こ

の タイ ミング情報 に含 まれ るタイ ミングは、例 えば、カウンタまたは時計機

能 を備 えるデ/ 《ィスな どを用 いて計測す る。

[0031 ] また、昇圧切替制御信号 1 8 を受信 した第 1 の昇圧回路 1 4 はシャ ツ トダ

ゥンを解除 して起動 し、昇圧切替制御信号 1 8 の反転信号 を受信 した第 2 の

昇圧回路 1 5 はシャ ツ トダウンす る。すなわ ち、第 1 の昇圧回路 1 4 が選択

され る。多電圧生成部 1 2 は、第 1 の昇圧回路 1 4 か ら出力 され る電圧 を用

いてパネル リセ ッ ト時に必要な電圧 を出力す る。

[0032] な お、本例 では制御部 6 が ドライバ制御部 8 に指示 を しているが、制御部

6 が ドライバ制御部 8 の機能 を備 えている場合 は、制御部 6 が第 1 の昇圧回

路 1 4 、第 2 の昇圧回路 1 5 、多電圧生成部 1 2 に指示 を して もよい。



[0033] ステ ップS 3 では、制御部 6 が ドライバ制御部 8 にパネル リセ ッ ト電圧を

印加する指示をする。制御部 6 か らの指示を受信 した ドライバ制御部 8 は、

表示画像の書き換え対象 となっている領域を リセ ッ 卜するため、該領域に対

応ずるカラム ドライバ 1 1 とロウ ドライバ 1 0 に電圧を印加する指示を出力

する。そ して、カラム ドライバ 1 1 とロウ ドライバ 1 0 は表示画像の書き換

え対象を リセ ッ 卜する。

[0034] ステ ップS 4 では、第 2 の昇圧回路 1 5 を選択する。

制御部 6 が第 1 の昇圧回路 1 4 か ら第 2 の昇圧回路 1 5 に切 り替える指示

を ドライバ制御部 8 に出力する。 ドライバ制御部 8 は指示を受信 して、昇圧

切替制御信号 1 8 を出力する。昇圧切替制御信号 1 8 は、第 2 の昇圧回路 1

5 を選択する情報を有 している。 ドライバ制御部 8 が該昇圧切替制御信号 1

8 を出力するタイ ミングは、少な くとも表示画像の書き換え対象の リセ ッ ト

を完了 した後である。第 1 の昇圧回路 1 4 か ら第 2 の昇圧回路 1 5 に切 り替

えるタイ ミングは、予め記録部 7 にタイ ミング情報 として記録 されている。

また、昇圧切替制御信号 1 8 の反転信号を受信 した第 2 の昇圧回路 1 5 はシ

ャッ トダウンを解除 して起動 し、昇圧切替制御信号 1 8 を受信 した第 1 の昇

圧回路 1 4 はシャツ トダウンする。すなわち、第 2 の昇圧回路 1 5 が選択 さ

れる。

[0035] ステ ップS 5 では、第 1 の昇圧回路 1 4 を選択する。

ドライバ制御部 8 が制御部 6 か ら昇圧切替制御信号 1 8 を出力すべきこと

を示す通知を受信 したのち、 ドライバ制御部 8 が昇圧切替制御信号 1 8 を出

力する。昇圧切替制御信号 1 8 は、第 1 の昇圧回路 1 4 を選択する情報を有

している。 ドライバ制御部 8 が昇圧切替制御信号 1 8 を出力するタイ ミング

は、パルス極性制御信号 F R を反転するタイ ミングよ り前であ り、少な くと

も第 1 の昇圧回路 1 4 が安定 して動作可能な状態になるまでに必要な時間を

考慮 して、昇圧切替制御信号 1 8 を出力する。パルス極性制御信号 F R の反

転タイ ミングおよび昇圧切替制御信号 1 8 を出力するタイ ミングは、予め記

録部 7 にタイ ミング情報 として記録 されている。タイ ミング情報に含まれる



タイ ミングは、カウンタまたは時計機能を備えるデバイスなどを用いて計測

する。

[0036] また、昇圧切替制御信号 1 8 を受信 した第 1 の昇圧回路 1 4 はシャツ トダ

ゥンを解除 して起動 し、昇圧切替制御信号 1 8 の反転信号を受信 した第 2 の

昇圧回路 1 5 はシャツ トダウンする。すなわち、第 1 の昇圧回路 1 4 が選択

される。

[0037] 本例では、制御部 6 力《ドライ/ く制御部 8 に指示を しているが、制御部 6 が

ドライバ制御部 8 の機能を備えている場合は、制御部 6 が第 1 の昇圧回路 1

4 、第 2 の昇圧回路 1 5 、多電圧生成部 1 2 に指示を してもよい。

[0038] ステ ップS 6 では、 ドライバ制御部 8 が制御部 6 か ら出力される印加電圧

の極性を反転 させてメモ リ性液晶に特有の経時劣化を回復 させる指示を受信

し、印加電圧の極性を反転 させて液晶に特有の経時劣化を回復 させる。

[0039] ステ ップS 7 では、第 2 の昇圧回路 1 5 を選択する。

制御部 6 が第 1 の昇圧回路 1 4 か ら第 2 の昇圧回路 1 5 に切 り替える指示

を ドライバ制御部 8 に出力する。 ドライバ制御部 8 は切 り替える指示を受信

して、昇圧切替制御信号 1 8 を出力する。昇圧切替制御信号 1 8 は、第 2 の

昇圧回路 1 5 を選択する情報を有 している。 ドライバ制御部 8 が該昇圧切替

制御信号 1 8 を出力するタイ ミングは、少な くともパルス極性制御信号 F R

の反転が完了 した後のタイ ミングである。なお、第 1 の昇圧回路 1 4 か ら第

2 の昇圧回路 1 5 に切 り替える出力タイ ミングは、予め記録部 7 にタイ ミン

グ情報 として記録 されている。また、昇圧切替制御信号 1 8 の反転信号を受

信 した第 2 の昇圧回路 1 5 はシャッ トダウンを解除 して起動 し、昇圧切替制

御信号 1 8 を受信 した第 1 の昇圧回路 1 4 はシャツ トダウンする。すなわち

、第 2 の昇圧回路 1 5 が選択 される。

[0040] ステ ップS 8 では、パネル リセ ッ トを終了する。

ステップS 9 では描画処理を開始する。

図 3 を用いて、描画処理の一実施例について説明をする。図 3 は、縦軸に

各種信号の波形を示 し、横軸に時間軸を示 している。縦軸の信号波形は、表



示デー タラ ツチ信号 L P 、パルス極性制御信号 F R 、表示デー タ D A T A 、

表示デー タ取 り込み ク ロック信号 C L K 、出力電圧 O U T 、第 1 の昇圧回路

4 への入 力電流、昇圧切替制御信号 1 8 、昇圧切替制御信号 1 8 の反転信

号 を示 している。

[0041 ] ス テ ップ 9 で制御部 6 か らの指示に従 い ドライバ制御部 8 は、表示デー タ

取 り込み ク 口ック信号 C L K を用 いてカラム ドライバ 1 1 に 1 ライ ン分の表

示デー タを転送す る。図 3 の例 では、 t 4 _ t 5 、 t 1 2 _ t 1 3 、 t 2 0

- t 2 に示 され ている期間である。

[0042] ス テ ップ S 0 では、第 1 の昇圧回路 1 4 を選択す る。

ドライ/ く制御部 8 が制御部 6 か ら昇圧切替制御信号 1 8 と電圧制御信号 1

9 を出力すべ き ことを示す通知 を受信 したのち、 ドライバ制御部 8 は昇圧切

替制御信号 1 8 と電圧制御信号 1 9 を出力す る。図 3 の例 では t 5 、 t 3

、 t 2 1 の タイ ミングである。

[0043] 昇圧切替制御信号 1 8 は、第 1 の昇圧回路 1 4 を選択す る情報 を有 してい

る。電圧制御信号 1 9 は、描画時に多電圧生成部 1 2 が出力す る電圧値の設

定情報 を有す る。昇圧切替制御信号 1 8 を出力す るタイ ミングは、表示デ一

タラ ツチ信号 L P のデー タラ ッチの タイ ミング とその ラ ッチに係 るパルス極

性制御信号 F R の反転 タイ ミングよ り前 である。また、第 1 の昇圧回路 1 4

が安定 して動作可能な状態 になるまでに必要な時間 を考慮 して、昇圧切替制

御信号 1 8 を出力す る。描画時における、パルス極性制御信号 F R の反転 タ

イ ミング、表示デー タラ ッチ信号 L P のデー タラ ッチの タイ ミングおよび該

昇圧切替制御信号 1 8 を出力すべ きタイ ミングは、予め記録部 7 にタイ ミン

グ情報 と して記録 され ている。 この タイ ミング情報 に含 まれ るタイ ミングは

、例 えば、カウンタまたは時計機能 を備 えるデバイスな どを用 いて計測す る

[0044] また、昇圧切替制御信号 1 8 を受信 した第 1 の昇圧回路 1 4 はシャ ツ トダ

ゥンを解除 して起動 し、昇圧切替制御信号 1 8 の反転信号 を受信 した第 2 の

昇圧回路 1 5 はシャ ツ トダウンす る。すなわ ち、第 1 の昇圧回路 1 4 が選択



される。多電圧生成部 1 2 は、第 1 の昇圧回路 1 4 か ら出力される電圧を用

いて描画時に必要な電圧を出力する。

[0045] なお、本例では制御部 6 が ドライバ制御部 8 に指示を しているが、制御部

6 が ドライバ制御部 8 の機能を備えている場合は、制御部 6 が第 1 の昇圧回

路 1 4 、第 2 の昇圧回路 1 5 、多電圧生成部 1 2 に指示を してもよい。

[0046] ステ ップS では、制御部 6 が ドライバ制御部 8 に描画電圧を印加する

指示をする。制御部 6 か らの指示を受信 した ドライバ制御部 8 は、表示部 9

に描画するためカラム ドライバ 1 1 とロウ ドライバ 1 0 に電圧を印加する。

図 3 の例では、 t 6 _ t 7 、 t 1 4 _ t 1 5 、 t 2 2 _ t 2 3 のタイ ミング

である。

[0047] ステ ップS 2 では、第 2 の昇圧回路 1 5 を選択する。

制御部 6 が第 1 の昇圧回路 1 4 か ら第 2 の昇圧回路 1 5 に切 り替える指示

を ドライバ制御部 8 に出力する。 ドライバ制御部 8 は指示を受信 して、昇圧

切替制御信号 1 8 を出力する。図 3 の例では、 t 8 、 t 1 6 、 t 2 4 のタイ

ミングである。

[0048] 昇圧切替制御信号 1 8 は、第 2 の昇圧回路 1 5 を選択する情報を有 してい

る。 ドライバ制御部 8 が該昇圧切替制御信号 1 8 を出力するタイ ミングは、

少な くとも表示画像の書き換え対象の リセ ッ 卜の完了後である。第 1 の昇圧

回路 1 4 か ら第 2 の昇圧回路 1 5 に切 り替えるタイ ミングは、予め記録部 7

にタイ ミング情報 として記録 されている。また、昇圧切替制御信号 1 8 の反

転信号を受信 した第 2 の昇圧回路 1 5 はシャツ トダウンを解除 して起動 し、

昇圧切替制御信号 1 8 を受信 した第 1 の昇圧回路 1 4 はシャツ トダウンする

。すなわち、第 2 の昇圧回路 1 5 が選択 される。

[0049] ステ ップS 3 では、第 1 の昇圧回路 1 4 を選択する。

ドライ/ く制御部 8 が制御部 6 か ら昇圧切替制御信号 1 8 を出力することを

示す通知を受信 したのち、 ドライバ制御部 8 が昇圧切替制御信号 1 8 を出力

する。図 3 の例では、 t 1 、 t 9 、 t 7 のタイ ミングである。

[0050] 昇圧切替制御信号 1 8 は、第 1 の昇圧回路 1 4 を選択する情報を有 してい



る。 ドライバ制御部 8 が昇圧切替制御信号 1 8 を出力するタイミングは、パ

ルス極性制御信号 F R を反転するタィミングょり前であり、少なくとも第 1

の昇圧回路 1 4 が安定 して動作可能な状態になるまでに必要な時間を考慮 し

て、昇圧切替制御信号 1 8 を出力する。パルス極性制御信号 F R の反転タイ

ミングおよび昇圧切替制御信号 1 8 を出力すべきタイミングは、予め記録部

7 にタイミング情報として記録されている。タイミング情報に含まれるタイ

ミングは、カウンタまたは時計機能を備えるデバイスなどを用いて計測する

[0051 ] また、昇圧切替制御信号 1 8 を受信 した第 1 の昇圧回路 1 4 はシャツ トダ

ゥンを解除 して起動 し、昇圧切替制御信号 1 8 の反転信号を受信 した第 2 の

昇圧回路 1 5 はシャツ トダウンする。すなわち、第 1 の昇圧回路 1 4 が選択

される。

[0052] 本例では、制御部 6 力《ドライ/ く制御部 8 に指示をしているが、制御部 6 が

ドライバ制御部 8 の機能を備えている場合は、制御部 6 が第 1 の昇圧回路 1

4 、第 2 の昇圧回路 1 5 、多電圧生成部 1 2 に指示をしてもよい。

[0053] ステップS 1 4 では、 ドライ/ く制御部 8 が制御部 6 からメモ リ性液晶に特

有の経時劣化を回復させる指示を受信 し、印加電圧の極性を反転させて液晶

に特有の経時劣化を回復させる。図 3 の例では、 t 2 _ t 3 、 t 0 - t

1 、 t 1 8 _ t 1 9 のタイミングである。

[0054] ステップS 5 では、第 2 の昇圧回路 1 5 を選択する。

制御部 6 が、第 1 の昇圧回路 1 4 から第 2 の昇圧回路 1 5 に切 り替える指

示を ドライバ制御部 8 に出力する。 ドライバ制御部 8 は指示を受信 して、昇

圧切替制御信号 1 8 を出力する。図 3 の例では、 t 4 、 t 1 2 、 t 2 0 のタ

イミングである。

[0055] 昇圧切替制御信号 1 8 は、第 2 の昇圧回路 1 5 を選択する情報を有 してい

る。 ドライバ制御部 8 が該昇圧切替制御信号 1 8 を出力するタイミングは、

少なくともパルス極性制御信号 F R の反転が完了した後のタイミングである

。なお、第 1 の昇圧回路 1 4 から第 2 の昇圧回路 1 5 に切 り替える出力タイ



ミングは、予め記録部 7 にタイミング情報 として記録されている。また、昇

圧切替制御信号 1 8 の反転信号を受信 した第 2 の昇圧回路 1 5 はシャツ トダ

ゥンを解除 して起動 し、昇圧切替制御信号 1 8 を受信 した第 1 の昇圧回路 1

4 はシャッ トダウンする。すなわち、第 2 の昇圧回路 1 5 が選択される。

[0056] ステップS 1 6 では、制御部 6 あるいは ドライバ制御部 8 が最終のライン

であるか否かを判定 して、最終のラインである場合にはステップS 1 7 に移

行 し、最終のラインでない場合にはステップS 9 に移行する。例えば、A 4

判 X G A 仕様であれば 7 6 8 ラインであるか否かを判定する。

[0057] ステップS 1 7 で制御部 6 は、表示部 9 の表示画像の書き換えが完了した

ことを検出 して、表示部 9 と表示部 9 を駆動する各部へ電力を供給する電源

に、停止すべき指示を出力する。

[0058] 本実施形態によれば、表示部 9 の負荷および表示させるコンテンツにより

供給電流は変動するが、パネル リセッ ト期間と描画期間の各々において高電

力を必要とする期間は、高電力を出力可能な昇圧回路を用いて、それ以外の

期間では低消費電力の昇圧回路を用いる。その結果、パネル リセッ ト期間と

描画期間の消費電力を低減することができる。

[0059] また、描画期間に必要な電力のかな りの部分をカツ 卜することができるの

で、バ ッテ リ駆動など限 られた電力を有効に使用することができる。

なお、本発明は、上記実施の形態に限定されるものでな く、本発明の要旨

を逸脱 しない範囲内で種々の改良、変更が可能である。

符号の説明

[0060] 表示装置

2 充電制御部

3 バ ッテ リ

電源部

5 周辺回路

6 制御部

記録部



ドライバ制御部

表示部

口ゥ ドライパ、

カラム ドライバ

多電圧生成部

コンデンサ

第 1 の昇圧回路

第 2 の昇圧回路

、 整流素子

昇圧切替制御信号

電圧制御信号

反転素子



請求の範囲

[請求項 1] メモ リ性液晶を用 いた表示部 と、前記表示部の走査 ラインを駆動す

るロウ ドライバ と、前記表示部のデー タラインを駆動す るカラム ドラ

ィバ とを備 える表示装置であって、

前記表示部 と、前記 ロウ ドライバ と、前記カラム ドライバ を駆動す

る電流 を出力す る第 1 の昇圧回路 と、

前記表示部の表示を保持す る電圧 を出力す る第 2 の昇圧回路 と、

前記 ロウ ドライバ と前記カラム ドライバ を制御す る、表示デー タを

確定す る表示デー タラッチ信号 と液晶の劣化 を防止す るためのパ ル ス

極性制御信号のそれぞれが変化す るタイ ミングを参照 し、表示デー タ

ラッチ信号 とパ ル ス極性制御信号が変化す るタイ ミングよ り前の予め

設定 したタイ ミングで前記第 1 の昇圧回路に切 り替 え、予め設定 した

期間経過 したのち前記第 2 の昇圧回路に切 り替 える制御 をす る制御部

と、

を備 えることを特徴 とす る表示装置。

[請求項 2] 前記制御部は、前記表示部 をパネル リセ ッ 卜す る期間内と描画す る

期間内に、前記第 1 の昇圧回路 と前記第 2 の昇圧回路 を切 り替 えるこ

とを特徴 とす る請求項 1 に記載の表示装置。

[請求項3] 前記制御部は、前記第 1 の昇圧回路又は前記第 2 の昇圧回路のいず

れか一方のみ を選択 して切 り替 える制御 を行 うことを特徴 とす る請求

項 1 または 2 に記載の表示装置。

[請求項4] メモ リ性液晶を用 いた表示部 と、前記表示部の走査 ラインを駆動す

るロウ ドライバ と、前記表示部のデー タラインを駆動す るカラム ドラ

ィバ とを備 える表示装置の制御方法であって、

コン ピュー タ力、

記録部に記録 されている、前記 ロウ ドライバ と前記カラム ドライバ

を制御す る、表示デー タを確定す る表示デー タラッチ信号 と液晶の劣

化 を防止す るためのパ ル ス極性制御信号のそれぞれが変化す るタイ ミ



ングを参照 し、

前記表示デー タラツチ信号 と前記パ ル ス極性制御信号が変化す るタ

イ ミングよ り前の予め設定 したタイ ミングで、前記表示部 と、前記 口

ゥ ドライバ と、前記カラム ドライバ を駆動す る電流 を出力す る第 1 の

昇圧回路に切 り替 え、

予め設定 した期間経過 したのち、前記表示部の表示を保持す る電圧

を出力す る第 2 の昇圧回路に切 り替 える、

ことを実行す る表示装置の制御方法。

[請求項5] コン ピュー タが

前記表示部 をパネル リセ ッ 卜す る期間内と描画す る期間内に、前記

第 1 の昇圧回路 と前記第 2 の昇圧回路 を切 り替 えることを実行す る請

求項 4 に記載の表示装置の制御方法。

[請求項6] コン ピュー タ力、

前記第 1 の昇圧回路又は前記第 2 の昇圧回路のいずれか一方のみ を

選択 して切 り替 えることを実行す る請求項 4 または 5 に記載の表示装

置の制御方法。
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